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研究成果の概要（和文）：本研究は、アーカイブコンテンツのメタデータ集約によって利用者が理解しやすいま
とまりを作ること、異なるディジタルアーカイブ等のコンテンツ間を結びつけて利用者に提供することで、ディ
ジタルアーカイブの利活用性向上を目指したものである。
　本研究では、東日本大震災アーカイブのコンテンツを対象として研究を開始し、ポップカルチャや無形文化財
等を視野に含めてメタデータ集約やリンキングに関する研究を進めた。これらは、従来のディジタルアーカイブ
の主たる収集対象には含まれず、新しい知見が求められる領域である。
　研究成果として、メタデータ集約とリンキング等に関するメタデータモデル等、新しい技術的知見を得た。

研究成果の概要（英文）：This study was aimed to improve usability of digital archives by aggregating
 metadata of archived resources to enhance their accessibility and visibility and by linking the 
archived resources across archives for users to broaden their scope for search and access, i.e., 
serendipity.  
  This study was initially planned to improve the usability of archived resources of Great East 
Japan Earthquake archives which are mainly photographs, and the resources of popular culture such as
 Manga, Anime and Game and those of intangible cultural heritage were included in the scope of this 
study. New technologies and knowledge are required for these resources because disaster, popular 
culture and intangible cultural heritage are rather new genres for digital archives.
  The major outcomes of the study are the new data models and technologies based on the models for 
metadata aggregation and linking across digital archives.

研究分野： ディジタルアーカイブ

キーワード： ディジタルアーカイブ　メタデータ　メタデータ集約　アーカイブ横断的利用　Linked Open Data　震
災ディジタルアーカイブ　文化資源アーカイブ　メタデータモデル

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、ディジタルアーカイブの利活用性を高めるために、相互に関連するアーカイブコンテンツの集約と
アーカイブ横断的なコンテンツの結びつけ（リンキング）に焦点を当てた研究を進めた。また、従来のディジタ
ルアーカイブ開発は博物館等のアーカイブ機関が所蔵する文化財が中心であるのに対し、本研究では災害やポッ
プカルチャ、無形文化財等の非従来型コンテンツを対象とした。本研究によって、こうした新しいタイプのアー
カイブのためのメタデータに関するデータモデル、複数のアーカイブ等を横断的に利活用するためのメタデータ
集約やリンキング技術等、今後のディジタルアーカイブ開発にとって有用な知見を得ることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
文化遺産や東日本大震災のディジタルアーカイブ等、多数のディジタルアーカイブが開発さ

れている。ディジタルアーカイブの更なる発展のためには利活用性の向上が求められる。その
ため、本研究では、東日本大震災に関する複数のディジタルアーカイブを対象に、その利活用
性向上のための手法と技術に関する実証的な研究を進めることを目的として研究を開始した。
当初の主たる目標として、(1)写真や文書等の記録資料のメタデータを利用した資料集約による
アーカイブ横断的アクセス支援手法の開発、(2)記録資料と事件・事象等に関する利用者の記憶
を結び付けることによるアーカイブ利用支援手法の開発、(3)公共図書館等の場を利用したディ
ジタルアーカイブの利活用の課題分析と利用支援手法の開発の 3 点を挙げ、また、東北大学災
害科学国際研究所、国立国会図書館、関連企業等との連携による研究活動を進めることとした。 
 本研究に先立つ研究において、東日本大震災アーカイブの主要なコンテンツがディジタル写
真であり、かつそのメタデータの品質が、震災アーカイブの利活用性向上における基本的な課
題となっているとの知見を得た。その課題を解決するには関連するアーカイブコンテンツをま
とめるためのメタデータ集約が重要な課題であると考え、本研究を提案するに至った。また、
ディジタルアーカイブの利活用性を向上するには、いくつかのディジタルアーカイブおよび関
連するインターネット上のリソースを結びつけること、特にディジタルアーカイブの利用者コ
ミュニティが親しみを持てるようにするために、Wikipedia 等の利用者が日常的に利用しやす
いリソースに結び付けることが重要であるとの視点を含めた研究とすることとした。 
 Europeana や Digital Public Library of America (DPLA)に代表されるように、文化的・歴
史的リソースはディジタルアーカイブの主たるコンテンツと言うことができる。そうした文化
的リソースを中心とするディジタルアーカイブにおいても、メタデータを利用した集約、アー
カイブ横断的アクセスといった課題は、ディジタルアーカイブの利活用性を高める上で重要で
あり、かつメタデータ集約等の技術的課題は共通であると考え、本研究計画では、そうした文
化的・歴史的ディジタルアーカイブも研究対象として含めることとした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、アーカイブ内やアーカイブ間で何らかの意味的結びつきを持つリソースをまと

めることによって、リソースのまとまり（集約と呼ぶ）単位でのアクセスが行いやすくなると
考えられること、実際に起きた事件や事象、地域に関わる Web 情報資源等とアーカイブのリソ
ースを結び付けたり、リソース集約間を結び付けたりすること（リソース間のリンキング）で、
アーカイブのリソースと地域の記憶とを結びつけることができると考えられること、さらに、
図書館等エンドユーザに近い場でのアーカイブの利活用調査等によって、新しい技術の開発と
評価に結び付けることが必要であると考えられること等を基礎として、下記の目標を設定して
研究を開始した。 
目標 1：アーカイブされたリソース（アーカイブリソース）のアーカイブ内とアーカイブ横断

的なメタデータ分析によるリソースの特徴抽出とそれに基づくリソース集約手法の開発 
目標 2：アーカイブされたリソースとコミュニティの記憶の結び付け手法の開発 
目標 3：コミュニティにおけるアーカイブリソースの利活用支援手法とそれを支える技術 
 
３．研究の方法 
(1) 概要 
 本研究は、ディジタルアーカイブの利活用性向上、特に東日本大震災に関わる具体的なディ
ジタルアーカイブのコンテンツを利用したメタデータの集約を中心とする研究を核としてスタ
ートし、それに加えて、多くのディジタルアーカイブが扱う文化的資料、歴史的資料の中でも
新しい対象であるといえるポップカルチャや無形文化財のためのアーカイブの利活用性向上を
目的として、メタデータ集約をキートピックとして、ディジタルアーカイブを支えるメタデー
タのデータモデルに関する研究を進めた。前者に関しては、東日本大震災アーカイブに関し、
東北大学災害科学国際研究センターによるみちのく震録伝、青森県の八戸市、三沢市、おいら
せ町、階上町による青森震災アーカイブ、岩手県の久慈市、野田村、普代村による久慈・野田・
譜代震災アーカイブを中心としてメタデータを収集し、その分析に基づくメタデータ集約手法
の研究とアーカイブされたコンテンツ間のリンキングの手法に関する研究を中心に進めた。後
者については、文化庁のメディア芸術データベースのためのメタデータモデル開発等の活動と
連携したマンガやアニメ、ゲーム等のポップカルチャコンテンツ向けのメタデータ、無形文化
財のためのディジタルアーカイブを指向したメタデータを中心とした研究を進めた。 
 従来のディジタルアーカイブは、有形の文化財をディジタル化したものが多い。これは、デ
ィジタルアーカイブの開発が、図書館や博物館等のアーカイブ機関の所蔵物をディジタル化す
ることから始まったことによると考えられる。その一方、震災アーカイブのコンテンツを含め、
本研究で扱ったコンテンツは従来の文化財指向のディジタルアーカイブではあまり扱ってこら
れなかった、いわば、非従来型のアーカイブコンテンツととらえることができる。震災アーカ
イブの主要コンテンツである写真の多くはデジタルカメラで撮影されたものであり、これはか
つての災害記録アーカイブとは大きく異なる点である。個々の写真一点を、個別の所蔵物（Item）
としてメタデータの記述対象とすることは、ごく自然かつ基本的なアーカイブ構築方針と言え
るが、その一方、デジタルカメラの場合、一か所で多数の写真が撮影されることが多くあり、



一か所で撮影された複数の写真をひとまとまりのものとすることや、複数の写真を結びつけて
一連の写真として利用者がアクセスできるようにすることが必要であることも容易に理解でき
る。これは、ディジタルアーカイブのコンテンツ管理は一点一点の Item のメタデータが基礎に
なる一方、利活用性を高めるには Item 指向のメタデータではなく、利用者視点に基づくコンテ
ンツ指向のメタデータが必要とされることを意味する。また、同時に、アーカイブ機関が作る
所蔵物管理をベースとして発展してきたメタデータから、ネットワーク上でのコンテンツアク
セス支援を指向したメタデータへのシフトを進めることが必要であることも意味している。 
 また、ディジタルアーカイブの利活用性にとっては必須である長期利用性の向上、人間が持
つ意味的能力と機会が持つ量的能力を融合したクラウドソーシング技術の利用といった観点も
含めて研究を進めた。 
本研究では、複数のディジタルアーカイブのメタデータを横断的・複合的に扱うことを研究

開始時点における基本とした。それに加えて、本研究開始後、Item 指向からコンテンツ指向、
そして機関指向からネットワーク指向へと、メタデータのとらえ方をシフトさせることを、研
究遂行上の基本的視点として取り入れた。 
 
(2) 過程 
 震災アーカイブを対象とする研究では、研究対象とした先述のいくつかの東日本大震災アー
カイブに関して、メタデータを収集し、主題情報、時空間情報を対象とした分析とそれに基づ
くメタデータ集約（目標１）、主題情報を利用した地域指向のオントロジ―作成、地理的実体（自
治体名等）の変遷記述モデルの開発とそれに基づく地名の変遷データセットの開発、地名変遷
データセットを利用した東日本大震災アーカイブと津波ディジタルライブラリ
(http://tsunami-dl.jp/)のコンテンツ間の結び付け（目標２および３）を行った。また、東日
本大震災アーカイブのコンテンツを利用したマンガ作成ワークショップの実験的な開催を行っ
た（目標 3）。 
 一方、文化的資源のアーカイブを対象とする研究では、マンガ等のポップカルチャコンテン
ツと無形文化財を対象とするメタデータに関し、メタデータ集約（目標１）とリソース間のリ
ンキング（目標 2）を中心としたデータモデルに関する研究を中心に進めた。 
 国内外での外部連携に関して、本研究では、海外の研究者との連携を進めるため、2016 年 12
月に筑波大学において国際会議 International Forum 2016 を、2018 年 2 月には海外研究者を
招いた国際研究集会を開催した。International Forum 2016 では、災害アーカイブに関するパ
ネル討論を行った。2018 年の国際研究集会では文化的資源のアーカイブに関する議論を行い国
際連携研究につながる議論を行うことができた。この他、研究分担者を含めた研究集会等を開
催した。 
 
４．研究成果 
研究成果を震災アーカイブに関わるものと文化的資源のアーカイブに関わるもの、並びにそ

れ以外の成果に分けて示す。 
(1) 震災アーカイブに関わる研究 
① メタデータ集約 
みちのく震録伝、青森震災アーカイブ、久慈・野田・普代震災アーカイブを中心に収集した

メタデータを利用し、主題情報（キーワード、タイトル等）、時空間情報を利用したメタデータ
集約方法に関する研究を進めた。 
・メタデータの主題エレメントから取り出した語(主題語)のクラスタリングを行い語のクラス
タをキーとして共通の内容を含む集約を作成した。 

・緯度経度情報と撮影時刻等の時空間情報を用いることで、一連の作業で撮影された写真の集
約を作成した。 

・主題による集約を支援するため、地域の組織や機関の名前に関するオントロジ、市町村など
の地理的実体の名前の変遷を記録するためのデータモデルとそれに基づく地理的実体名の変
遷を表すデータセットづくりを進めた。 
写真の主題やタイトル記述や主題表現の統制の難しさ等のために震災アーカイブのメタデー

タの記述品質が高くないといった問題があり、主題のクラスタリングだけでは十分な集約効果
を得ることは難しく、時空間情報や地域指向のオントロジとの組み合わせが求められた。また、
震災アーカイブは地域性の強いコンテンツを持つ一方、異なる地域間、異なる時代間でのアー
カイブのリンキングのためにオントロジが必要となるとの知見を得て②に関する研究を進めた。 
② アーカイブ間にまたがるコンテンツの結び付け 
コミュニティの記憶を指向したアーカイブの利活用を目的として、上記の地理的実体名の変

遷を表すデータセット等を利用し、津波デジタルライブラリに収録された昭和初期の三陸大津
波の記録資料と東日本大震災アーカイブのコンテンツをアーカイブ横断的に結びつけるシステ
ムを開発した。 
③ その他 
震災アーカイブに関わる経験から得られた知見の共有を進めるためのワークショップや国際

会議等を開催した。また、震災アーカイブのコンテンツを利用したマンガ作成ワークショップ
を実験的に行った。 



 
(2) 文化的資源のアーカイブに関わる研究 
アーカイブされたコンテンツの利活用性向上のためのメタデータ集約やコミュニティが持つ

知識との結び付けの視点を中心に、前述のようにマンガ等のポップカルチャ、無形文化財とい
ったアーカイブ対象として新しい領域のメタデータに関する研究を進めた。 
① マンガ等のポップカルチャのためのメタデータ集約モデル 
マンガ、アニメ、ゲームに代表されるポップカルチャのコンテンツへの一般的なアクセスに

は、こうしたコンテンツに関する Wikipedia 等の構成からも理解できるように、ガンダムやポ
ケモンといった総称的タイトルが利用されることが多いと考えられる。その一方、図書館等の
アーカイブ機関のメタデータ（機関メタデータ）は個別資料を基礎として作られている。本研
究では、総称的タイトルで表される抽象的実体（Superwork と呼ぶ）と個別資料を結びつける
ためのデータモデルをメタデータ集約に基づき定義した。また、Superwork から個別資料への
アクセスのために、機関メタデータと Wikipedia 等の記述を結びつける手法に関する研究を進
めた。 
② メタデータ集約を指向した文化資源ディジタルアーカイブのためのデータモデル 
従来のディジタルアーカイブは有形物のディジタルデータ化を基盤としており、無形文化財

に関するディジタルアーカイブ化のモデルは十分に議論されてこなかった。本研究では、無形
文化財を無形の知識や技能とその具現化に分けてとらえ、具現化物をディジタルデータ化し、
それを集約したものを無形文化財のディジタルアーカイブ化とする新しいモデルを定義し、既
存のメタデータや Web 情報資源から新しいモデルに基づくメタデータを構成するための基本モ
デルを定義した。 
 
(3) その他 
① ディジタルアーカイブの長期利用 
ディジタルアーカイブのコンテンツの長期利用性は、全てのディジタルアーカイブの利活用

性向上にとって重要な課題である。本研究では、メタデータの長期利用支援のためのメタデー
タスキーマ来歴記述手法を開発した。 
③ クラウドの知を利用した利活用性向上手法 
一般利用者によるディジタルアーカイブの利活用性向上には、一般利用者が持つ知識に近い

表現によるアクセス手段が必要である。そのため、本研究ではクラウドソーシング技術を用い
たアクセス性向上のための研究を進めた。 
 
(4) 総合的視点および将来への課題 
本研究全体を通じて得た成果についてまとめる。 

① 機関作成のメタデータと集合知によるメタデータの連携 
機関作成メタデータは個別資料への対応付けがなされているものの、対象領域を問わず、非

従来型コンテンツに関する十分な知識やノウハウの蓄積がない、かつ異領域の機関が作成する
メタデータを横断的に利用する必要があるといった課題がある。一方、Wikipedia に代表され
る集合知により形成・蓄積されたメタデータは、個別資料への対応付けが難しいものの、一般
利用者にとってはわかりやすい入り口と内容を提供してくれる。本研究で取り組んだメタデー
タ集約は、機関作成メタデータと集合知メタデータを結びつけるための大事な視点であり、こ
こで開発したモデルと震災アーカイブの実データを利用した研究から得た知見は、ディジタル
アーカイブの利活用性向上のために役立つものである。 
② 国際連携による研究 
災害アーカイブに関する知見の共有、新しい領域の文化的資源のアーカイブに関するモデル

構築のために、本研究では国際研究集会等を開催し、積極的な国際連携活動を進めた。こうし
た活動は、主要な研究成果のひとつであるデータモデルを国際的なコミュニティの中で作り上
げることであり、その国際的な認知を高めるためにも役立ったと考えている。 
③ 一般利用者コミュニティへのフィードバック 
本研究では、利用者コミュニティへのフィードバックを視野に入れたが、十分な活動にはな

らなかった。研究代表者等が総務省との連携で以前から続けてきているデジタルアーカイブネ
ットワーク（DAN）ワークショップ等の場を使った活動の継続、震災アーカイブコンテンツを利
用したマンガ作りワークショップの試行から得た知見の活用等が課題として残されている。 
④ディジタルアーカイブ指向のメタデータに関する総合的な知見 
災害や無形文化財は、事象や知識、技能といった無形物であるため、有形物のディジタル化

とそのアーカイブとして開発されてきた従来型のディジタルアーカイブとは異なるコンテンツ
の組織化が求められる。本研究におけるメタデータ集約は、個別資料からそのまとまりへとア
ーカイブコンテンツの粒度を大きくすることからスタートした。研究過程において、有形物指
向性の強い従来のディジタルアーカイブとは異なる、非従来型コンテンツを指向したディジタ
ルアーカイブのためのメタデータを中心として研究を進めた。こうした非従来型コンテンツ指
向のアーカイブでは、メタデータ集約とコンテンツ間リンキングが必須であると考えられる。
今後、既存ディジタルコンテンツの再利用とコンテンツ間の結びつけによって、有形物から事
象や無形物を結びつける高度なディジタルアーカイブの開発が進んでいくことが期待される。 
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